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１、研究目的 

 スッポンタケ目の子実体（きのこ）は全種、菌雷を柄の下部に持ちその内部にゼラチン様物質

を生産する。また単離二核細胞は全種、液体培養するとこの物質を分泌生産することが示唆され

た。が一核細胞はこの物質を生産するか否かは不明である。そこで一核細胞、二核細胞を単離し、

この株のゼラチン様物質の生産能について検討すると同時に自然環境における生活環、CY-1 培地

での培養での菌の生活環についても調べた。 

２、発酵技術の概要と特徴 

 スッポンタケ目の単離株は CY-1 培地を用いて培養を継続すると、ゼラチン様物質の生産量が減

少するものと生産しない株に分離した。サンコタケ OUS-2 株は CY-1 培地培養液を GM 寒天培地上

(Table 1)に塗布すると僅かな赤紅色のコロニーと一面の白色のコロニーを生じ(Fig.1)、CY-1 培地

で培養を継続すると白色コロニーが増え、ゼラチン様物質生産能も大幅に減少した。培養液を顕

微鏡観察すると、分生子が沢山生じているのが判明した。この分生子から生じるのが白色コロニ

ーで一核、赤紅色のコロニーが二核細胞であった。一核細胞はゼラチン様物質を生産せず、二核

細胞株のみがこの物質を生産した。また生活環とゼラチン様物質の生産を(Fig.2)に示した。 

 

 

 

 

３、応用の可能性 

 ゼラチン様物質生産の為には、一核細胞が生じない培地組成を使用すべき事を示唆した。 

Table 1 使用培地 

Fig.1 CY-1培地生育菌の 
GM寒天培地上での一核・二核菌の生育 

Fig.2 生活環と液体培養によるゼラチン生産 


